
応募要領

■趣旨

全国の大学院修士課程学生を対象に、実社会の現実の問題に対して、都市・建築デザインの観点からの提案を募るプロポーザル・デザイン・コンペティションを

開催する。近年、大学の枠を超えた卒業設計作品、修士設計作品などのコンテストが数多く開催されているが、統一した一つの課題に対して、全国の各大学、

大学院から提案を寄せる試みはほとんどなく、20XX 年に名古屋港ガーデン埠頭を対象に行われたものが唯一の前例といってよい。

今回の修士課程学生プロポーザル・デザイン・コンペティションの試みが、大学院学生相互の交流もとより、社会的課題をめぐる実のある意見交換、切磋琢磨の

機会となることを期待すると同時に、その社会的提案が、問題や悩みを抱える地方、地域、自治体などにとっても大いに示唆を与えるものとなることを祈念している。

■課題

新宿副都心の再生 ～超高層の足元を快適に繋ぐネットワーク（歩行トラフィックを再構築する）～

新宿駅に連なる西口には小田急、京王の両デパートやハルク、ルミネなどの専門店、大型量販店などが

集まっている。さらに足を進めると超高層オフィスや超高層ホテルなどが集まる新宿副都心の超高層

ビル群に囲まれる。建設当時には超高層ビルの足元にはセミパブリックなオープンスペースが多数計画

されたものの、公開空地の連担が十分に計画されておらず、そのデザインも街区毎に脈略がないため、

連続するオープンスペースとしての魅力が希薄である。　更に街路空間の一部である歩行者空間とこれら

セミパブリックな空間との「結びつき」にも重要な課題が残されている。これからの新宿副都心の将来を

考え、超高層ビル群の足元にある公開空地や地上レベル・地下レベルの歩行トラフィックをどのように

快適に繋ぐのかを再考する必要がある。

本プロポーザル・デザイン・コンペティションでは、その課題を抜本的、飛躍的に解決する新たな

ネットワークの近未来構想について提案をしていただきたい。

■敷地

　副都心計画区域（西新宿１・２・６丁目と３丁目半分の区域約 100ha）

　南側は甲州街道、北側は青梅街道、東側を新宿駅、西側を十二社通り

  に囲まれた地域とする。

 

■応募者・応募資格

　本コンペの応募者および応募資格は次の通りとする。

　１．応募者は各大学大学院の研究室または研究室を超えたグループのどちら

　　　でも構わないが、修士課程の大学院生を主体とすることと、スーパー

　　　バイザーである指導教員がつくこととを必須とする。

　　 （但し、一学生が所属するのは一研究室あるいは、一グループとし、複数

　　  の所属に参加することは不可とする。）

　２．応募に際しては、１名の学生代表を選定することとする。

　３．応募作品は、指定の期日までに、Web 申込フォームにて応募されたものに

      限る。

　　【修士課程コンペ応募フォーム URL】

　　　https://form.shikaku.co.jp/webapp/form/12729_pvs_108/index.do

　４．応募研究室（グループ）の代表者は、原則として公開審査・講評会、および

      表彰式・懇親会に出席できることとする。但し、やむを得ぬ理由で出席が

      困難な場合は事前に事務局の了承を得るものとする。

　５．その他、次に示す内容に抵触した場合は、応募・作品を取り消す場合がある。

　　　①応募要領や、課題から逸脱した作品・仕様である場合

　　　②受付票に記した内容が著しく不十分な場合、または作品との間に重大な

        相違がある場合。

　　　③他作品や既作品の既権利を、類似等によって侵害する恐れがある場合。

　　　④作品の内容が、他者を誹謗中傷する内容を含む場合。

　　　⑤その他、事務局が応募に不適切であると判断する場合。

１．プレゼンシート（一次審査用）

＜データ提出期限・・・平成 27 年 9 月 10 日（木）午後 5時＞

   ① 一次審査（平成 27 年９月 18 日）用は、Ａ１版 2枚とする。

   ② 行数、文字数については原則自由であるが、審査員に事前に送付

         するデータについてはＡ３版に縮小されることを想定すること。

   ③ 着色は自由とする。（図表は別途解像度 250dpi 程度の jpeg 形式に

         したものも添付すること）

   ④ ファイルは原則 PDF ファイル、または ai ファイル（version は、

         CS2 以前で作成すること）にて作成すること。

   ⑤ フォントについては、下記の通りとするが、どうしても他のフォン

         トを使用したい場合は、アウトライン化すること。その場合別途

         テキストデータを添付すること。

           ※日本語フォント

             MS 明朝または、ＭＳゴシック

           ※英字フォント

             Arial, Century, Helvetica, Symbol, Times New Roman

   ⑥ 受信したデータについては、原則そのまま製本化し、配布用とする

         ので、正しく出力されるかどうか事前に確認の上、送信すること。

   ⑦ 一次審査は、プレゼンシートのみを評価対象にするため模型等その他

         提出物は、審査の対象とならない。

２.展示用模型（二次審査用）

　＜模型：最終審査当日朝 9：30 より各自持ち込み／若しくは事前送付 *③＞

   ①原則 1000mm×1000mm 程度を目安とする。作品の表現上それを大幅に

     超える際は、事前に事務局に許可を取ること。

   ②当日、展示ができる状態に作製しておくこと。

  *③事前に模型送付する際は必ず事務局の承認を得てからを条件とする。

     配送日・受け取り時間・個数・大きさ等、事務局に予め連絡をすること。

   ④事前送付にて模型等が破損した場合事務局は一切の責任を負わないもと

     とする。

※データ入稿後は、不着等のトラブルが無いよう、必ず事務局まで連絡を

  入れること。

※プレゼンシートについてはデータ提出後の変更は不可とします。

■審査方法

　審査については、次の通りとする。

　＜一次審査＞平成 27 年 9 月 18 日（金）

　審査委員がプレゼンシートを審査し投票にて上位１０作品を選ぶ。

　尚、審査において投票を行う大学の担当教員も自身の大学・研究室の作品

  に投票できることとする。

　＜最終審査＞平成 27 年 10 月 31 日（土）

　各作品５分のプレゼンテーションおよび１０分の質疑応答を行う。

　審査員８名の投票で最も点数の高い作品を最優秀・次点を優秀賞とする。

　※各審査について同票になった場合は審査委員長が判断し決定する。

■審査会場

＜一次審査＞　新宿野村ビル 3階　総合資格学院新宿校の教室

　　　　　　　最新式ＴＶ会議システムを使用し全国の会場と生中継。

　　　　　　　現在（7月）の候補会場　15 会場

             （札幌・仙台・さいたま・船橋・横浜・静岡・名古屋・金沢　

　            京都・大阪・広島・高松・天神・鹿児島・沖縄）

＜最終審査＞　新宿野村ビル　詳細未定　

　
※会場の詳細はＨＰをご確認ください。　http://www.shikaku.co.jp/

■日程

＜一次審査＞　

　応募締切　　　　　平成 27 年 9 月 11 日（火）17:00 迄

　データ提出締切　　平成 27 年 9 月 10 日（木）17:00 迄

　審査　　　　　　　平成 27 年 9 月 18 日（金）13:00 ～ 16:00

＜最終審査＞

　データ提出締切　　平成 27 年 10 月 23 日（金）

　作品送付締切　　　平成 27 年 10 月 30 日（金）

　作品搬入　　　　　平成 27 年 10 月 31 日（土）

　展示期間　　　　　平成 27 年 10 月 31 日（土）～ 11 月 3 日（火）

　審査・表彰　　　　平成 27 年 10 月 31 日（土）13：00 ～ 18：00

　懇親会　　　　　　平成 27 年 10 月 31 日（土）18：00 ～ 20：00

　徹収　　　　　　　平成 27 年 11 月 03 日（火）予定

■応募作品の権利について

　応募作品の権利については、次の通りとする。

　１．応募内容・作品に関する知的財産権は、必要に応じて応募者自身で権利

　　保護等の手続きをすること。

  ２．応募作品ならびにその内容の公表・展示に関する権利は、事務局が優先

　　保持するものとする。また自学内における修士課題や修士設計等の権利に

    ついては、事務局はその可否を問わない。

■作品の搬入・撤収

　展示当日の作品の搬入・撤収が困難な場合は、事務局まで事前に申し出ること。

  また搬入・撤収等事務局が代行する場合は、送料等の実費を請求する。

■審査委員

　《審査委員長》　　　

　古谷　誠章（早稲田大学教授／実行委員長）

　《ゲスト審査委員》　

　西沢　立衛（横浜国立大学Ｙ-ＧＳＡ教授）

　五十嵐　太郎（東北大学教授）

　《審査員》

　木下　庸子（工学院大学教授／実行委員）

　今村　雅樹（日本大学教授／実行委員）

　千葉　学（東京大学教授／実行委員）

　赤松　佳珠子（法政大学准教授／実行委員）

　《司会者》

　松田　達（武蔵野大学専任講師）

　《特別審査委員》　　

　岸　隆司（㈱総合資格代表取締役）／主催者代表実行委員長　　

■事務局

　町田敏夫・仲代武久・王城美鈴・梅澤結花里・梶原賢大・眞田美紀

（㈱総合資格本社）

　連絡先：電話　03-3340-2812（代）FAX　03-3340-8177

■参考資料

※広報しんじゅく　平成 19 年（2007 年）8月 25 日発行

新宿区新基本構想・総合計画（都市マスタープラン含む）実行計画の素案

■表彰賞金

　表彰・賞金については、次の通りとする。

　総合資格賞 最優秀　１作品・・・賞状、盾、記念品、及び賞金 50 万円

　総合資格賞 優秀　　１作品・・・賞状、盾、記念品、及び賞金 30 万円

　総合資格賞 特別　　３作品程度・賞状、盾、記念品、及び賞金 10 万円

　総合資格賞 社長　　１作品・・・賞状、盾、記念品、及び賞金 20 万円

  ※ 一次審査で選ばれた 10 作品には、１作品 10 万円を最終審査選考会補助

  　 費として支援する。　

  ※ 但し、最終審査を辞退あるいは、何らかの事情で不参加の場合、補助費

　　 は、全額返金するものとする。

■応募作品について

　 応募作品の仕様等については次の通りとする。また応募データの送信

   アドレスは以下の通り。

　 データ送信先：kenchiku@shikaku.co.jp

■主催

　修士課程学生ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ実行委員会

　／株式会社 総合資格

■後援（依頼中）

　日本建築学会・建築士事務所協会・東京建築士会

■協賛（依頼中）

～超高層の足元を快適に繋ぐネットワーク（歩行トラフィックを再構築する）～

第一回 修士課程学生プロポーザル・デザイン・コンペティション


